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愛知県 東海市

準用河川大田川の
災害復旧について

説明資料

別添資料



１．被災箇所

被災箇所
(愛知県東海市加木屋町
南平井始め２地内)

被災箇所(右岸１)
矢板＋コンクリート護岸

被災箇所(右岸２)
ブロック積み護岸

被災箇所(左岸)
ブロック積み護岸

＜被災延長＞
・右岸１：Ｌ＝２１．４ｍ
・左 岸：Ｌ＝２８．７ｍ
・右岸２：Ｌ＝ ７．４ｍ

名鉄河和線

名鉄河和線南加木屋駅と
近接

準用河川大田川

1

災害復旧工事（準用河川大田川 南平井工区その１）

災害復旧工事（準用河川大田川 南平井工区その２）



２．準用河川大田川

【河川の概要】
水系名：二級河川大田川
区 間：上流端

（左岸）加木屋町柿畑９０番１地先
（右岸）加木屋町寺ノ前３３番４地先

（天王橋上流端）
下流端：二級河川大田川上流端

（栄橋下流端）
延 長：Ｌ＝１．５ｋｍ
指定年月日：昭和４９年７月２３日
整備状況：未整備

上流端

下流端
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被災箇所
No.25＋20付近
～No.26＋付近

水位観測所
順見橋
No.12＋26付近
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被災箇所
No.4付近



３．名鉄河和線と南加木屋駅 3



４．被災状況
【右岸１】

背面水圧の影響により、コンクリート
擁壁が擁壁継ぎ目を境に崩壊した。

被災延長 L=21.4ｍ

終点

4（南平井工区その１ 右岸）

起点



４．被災状況
【左岸】

起点部 終点部

ブロックの歪み、
欠落箇所ありブロックの歪みあり

起点

終点

5（南平井工区その１ 左岸）



４．被災状況

＜観測所＞
名称：順見橋水位観測所
位置：No.12＋26付近
※被災箇所から約650ｍ下流側

＜降雨量＞
・最大24時間雨量：167ｍｍ/d
・最大時間雨量：49.5ｍｍ/h

＜河川水位＞
・平水位：TP+7.27m
・最大水位：TP+9.11m
・水位上昇：1.84ｍ

【水位観測所での降雨量及び河川水位】

49.5mm/h

9.11m

1.84m
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５．被災原因 7

①

②

③

④

⑤

⑥河川水位及び地下水位の上昇

河川水位の急激に低下したが、地下水位は高い状態のままとなり、
残留水圧（受動土圧）により、右岸堤防が崩壊した。

崩壊した右岸堤防により、
洪水が左岸側へ寄ったことから、

左岸堤防が崩壊した。

）

左岸側

左岸側

左岸側

右岸側

右岸側

右岸側

右岸側

右岸側

右岸側左岸側

左岸側

左岸側



６．応急仮工事
仮復旧平面図 仮復旧断面図

右岸：護岸及び河道保護のため、土のうを設置
左岸：護岸保護のため、土のうを設置
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７．応急本工事（施工手順） 9

① 土留鋼矢板打設（左岸）

② 仮桟橋の施工

右岸側左岸側

右岸側左岸側



７．応急本工事（施工手順） 10

③ 右岸擁壁及び土砂撤去

④ 土留鋼矢板打設（右岸）

右岸側左岸側

右岸側左岸側



７．応急本工事（施工手順） 11

⑤ 擁壁工（右岸及び左岸）

⑥ 完成 （※詳細内容は、現在検討中）

右岸側左岸側

右岸側左岸側



８．被災状況
【右岸２】

ブロックの歪み ブロックの歪み、欠落
箇所、土砂流出あり

起点

終点

12（南平井工区その２ 右岸）



８．被災状況
【左岸】

13（鈴井田工区 左岸）
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